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「CLPって何だ」
パストガバナー 久 野 薫

神戸東ロータリー・クラブの皆さん今日は。

久しぶりにこの演壇にたつことになります。私

はよもや再びこの演壇に立つことはなかろうと

思っていましたが、卓話を依頼されて驚きまし

た。それに演題は「CLP」でお願いしますとい

われて二度びっくりいたしました。それという

のも神戸東ロータリー・クラブは伝統と格式を

誇るクラブと呼ばれてきた大型クラブでありま

す。そのクラブがいわば「クラブ強化計画」と

も言うべき CLP 問題を議論の遡上にあげると

いうのに意外な感じをもったからであります。

実はこのたび「未来委員会」という長期計画委

員会の中で「CLP ワーキンググループ」を立ち

上げてCLPを含めた神戸東ロータリー・クラブ

の将来像を練り上げようとする作業が開始され

たのです。本日の卓話はその一環なのです。

さてそこで CLP のお話をいたします。似た

ような言葉に DLP という言葉もあります。最

近はやたらに横文字の略語が氾濫して戸惑いを

感じます。CLP とは Club leadership plan

の頭文字をとったものです。因みにＤＬＰとい

うのは District leadership plan の頭文字を

とった略語なのです。国際ロータリーは何故こ

んなにリーダーシップ、リーダーシップという

のでしょうか。かえって中身を曖昧なものにし

てしまっております。「CLP」は「クラブ強化

計画」「DLP」とは「地区強化計画」といった中

身を持ったものなのです。CLP が導入されて

9 年、DLP が導入されて 11 年になります。言

葉は定着しても中身は理解されていません。し

かし国際ロータリーの推奨クラブ細則は CLP

に準拠したものになっています。

何故クラブは強化されなければならないので

しょうか。実はその出発点は今に始まったもの

ではなく 1987 年～88 年（チャールズ・ケラー

RI 会長）にさかのぼりますがその話までいた

しますと話が複雑になりますので省略いたしま

す。一般論を語ります。国際ロータリーは組織

であります。この組織の基盤は国際ロータリー

が認証したクラブです。会社や組織の最高経営

責任者は組織が衰退したり消滅しないように守

る必要があります。会社はいくら今、経営がう

まくいっていてもいつまでも同じことを繰り返

して、時代の変化、環境の変化に応じられなく

なっていつの間にか衰退の道を歩み始めること

があります。組織には時代、環境の変化に応じ

た柔軟性、革新性が求められるのです。国際

ロータリーという組織も同様であります。

この一般論に加えて国際ロータリーのロータ

リーに対する認識は従来のそれとは違ってきて

おります。「ロータリーは人道的奉仕活動をす

るための世界的ネットワークである」という認

識であります。そして「各ロータリー・クラブ

はこのネットワークの一単位にすぎない」と認

識されているのです。ネットワークの一員であ

りますから各単位は強化されなければ全体の力

は向上しないと考えるわけです。実はこの考え

方は危険です。国際ロータリーと各ロータ

リー・クラブは完全対等で互いに独立した自治

権を有しているはずです。クラブは単なる国際

ロータリーの歯車の一員ではないはずです。し

かしことの是非はともかくとしてこのような現
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状にあるのです。

クラブ強化計画といいましても具体的な形、

手法が提示されているものではありません。ク

ラブの欠点を補い長所を伸ばすためにたな卸し

をして下さいという意味であります。クラブの

力は「会員数」、「会員の質」、「クラブの環境」

の３要素で決まります。この３者は強く連動し

て動きます。基本は「環境」にあります。良い

環境は会員数の増加、会員の質の向上につなが

ります。逆に環境が劣化しますと逆の連動を生

むのです。クラブが効果的でなくなりますと、

つまり弱体化しますとそれは会員数の減少とし

て現れます。しかしこうなった時はもはや手遅

れなのです。そうならない前に気づく事が肝要

であります。

2000～2001 年度 RI 会長はメキシコのフラ

ンク・デブリン氏でした。その RI 会長テーマ

は「Create Awareness － Take Action」（意

識を喚起し、進んで行動を）でした。今世界の

クラブで２極化が起こっています。自分達のク

ラブはこのままではいけないと気づいたクラブ

とこのままの居心地の良い仲良しクラブでよい

と考えているクラブとの２極化なのです。そし

て後者は気づいた時にはもう取り返しのきかな

いところまで来てしまっているのです。今や

「Awareness and Action」が求められている

のです。

神戸東ロータリー・クラブはどうでしょうか。

創立 60 周年を迎えようとしております。会員

数は 1991 年の 134 人というピーク時に比べる

と 105 人と 22％ほど減少してはいますが当地

区では神戸ＲＣに次ぐ大規模クラブでありま

す。しかしだからと言って安閑とはしておられ

ないのです。「平和と繁栄の中に潜む危機」と

いう言葉があります。「第 3 の男」というイギ

リス映画がありました。イギリスの小説家グレ

アム・グリーンの原作であります。その中に

オーソン・ウエルズ演じる主人公のハリー・ラ

イムが親友のジョセフ・コットン演じるマー

ティンズに語った有名な台詞があります。「イ

タリア貴族のボルジア家の 30 年間の圧制はミ

ケランジェロ、レオナルド・ダ・ビンチを生ん

だが、同胞愛、500 年にわたるデモクラシーと

平和が生んだものは鳩時計だけじゃないか」と

いうものです。まさに「平和と繁栄の中に潜む

危機」であります。60 年経つからこそここら

で一度棚卸をしなければならないと気付くべき

時期が来ているのです。過去は所詮過去であり

ます。

なぜ会員数が減少するのでしょうか。所属す

るクラブが楽しくない、面白くないからです。

RI は会員数の減少によって消滅したクラブを

分析しました。退会者総数の 70％は健康、仕

事等やむをえない理由での退会でしたが、残り

30％は曖昧な理由でありました。この 30％の

内訳は 70％は①クラブに指導性がない② 20％

はクラブに魅力がない③ 10％は奉仕活動が地

域のニーズに合致しない奉仕の為の奉仕に堕し

ているということでした。

国際ロータリーが提唱する CLP を支える基

本原理は４つあります。①会員組織の維持拡大

②成果のある奉仕活動の実践③財団の支援④ク

ラブレベルを超えた指導者の育成の四つであり

ます。

この基本原理を実践する具体的な方策を考え

てみましょう。クラブの力は会員数、会員の質、

会員が活動する環境の３要素で決まります。Ｃ

ＬＰとはこの環境にメスをいれることなので

す。具体的に示します。環境を構成する要素は

①クラブ運営②親睦③人材開発育成でありま

す。クラブ運営を構成する要素は３つありま

す。①委員会運営②例会運営③奉仕プロジェク

トであります委員会運営にはハード面としての

委員会構成、ソフト面としての委員会運営のや
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り方があります。これらの要素が神戸東ロータ

リー・クラブではどのような現状にあるかを分

析すれば自ずとクラブ強化の方策が見出せると

思います。クラブ強化の為に分析すべきチェッ

クポイントをまとめますと八つあります。①委

員会構成は妥当か②委員会運営に心が込められ

ているか③例会運営は会委員中心の卓話になっ

ているか④奉仕プロジェクトが社会のニーズに

合っているか⑤クラブ内親睦はどうか。感性的

親睦だけではなく精神的親睦まで高められてい

るか⑥人材育成はできているか⑦教育的リー

ダーと創造的なリーダーがいるか、そして最も

大切なチェックポイントは⑧会員の多様性を許

容する豊かな環境になっているか。

委員会構成として RI 理事会が提唱してきた

のは常任委員会として①会員増強委員会②公共

イメージ委員会③管理運営委員会④奉仕プロ

ジェクト委員会⑤ロータリー財団委員会の５つ

であります。勿論クラブの規模に応じてこの基

本に枝葉をつけていけばよいことになります。

私の提案としては神戸東ＲＣでは会員増強委

員会に加えて情報研修委員会を設置する。未来

委員会（長期計画委員会）を設置して向こう３

年程度の長期計画を立てる。それに会員増強委

員長を理事役員会のメンバーに入れて会員増強

をクラブ全体で取り組む体制を作る。そしてこ

れらの全般を指導するクラブ研修リーダーを設

置すればよいと思いますし、このクラブ研修

リーダーは長期計画委員会委員長兼任として３

年間の継続性を持ったリーダーとしたらどうか

と思います。またこのクラブ研修リーダーは理

事役員会の無任所理事にしたらどうかと提案い

たします。全てはクラブの理事会が決定する事

です。

委員会構成というハード面だけの改革ではな

く、ソフト面の改革が必要であります。ソフト

面の改革は会員の意識の問題となりますから、

一朝一夕に成し遂げられ事でもなく、また

CLP は一度行えば済むということではなく繰

り返し見直しが行われる事が必要なのです。

じっくりと神戸東ロータリー・クラブの将来

像を練り上げて更なるクラブの発展につなげて

いっていただきたいと思います。

ご清聴有難うございました。
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１年の留学生活を終えて
青少年交換派遣生

木 下 茉 莉 華

神戸東ロータリークラブの皆様、こんにち
は！ 昨年の 8 月から今年の７月までの約１
年間、国際ロータリー 5080 地区、アメリカの
ワシントン州にあるスポケーンという街に１年
間派遣していただきました、木下茉莉華です。
この１年間は、毎日が私にとって大きな挑戦と
限界の壁の連続でした。大きな壁と直面した
時、私のことを親身になって支えってくださっ
た神戸東ロータリークラブの皆様には本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。神戸東ロータリー
クラブの皆様が私をスポケーンという街に派遣
してくださったからこそこんなにも、たくさん
の素晴らしい人々に出会え、友好を深めること
ができました。１年前に勇気を出して踏み出さ
なければ決して出会うことができなかった人々
である、スポケーンロータリークラブの会員の
方々やホストファミリー、またアメリカで私と
同じように留学をしていた同志や、学校ででき
た友達とのきずなはこれからの人生で色あせる
ことなく私の心の中にあり続けます。この派遣
で笑顔の大切さを実感しました。留学中話して
いる言葉がわからなくても、肌の色が違っても、
世界中の人々が共通で理解する行為が笑うこと
でした。笑顔は自分が幸せな気持ちになるだけ
でなく、周りにいる人も幸せにします。周りが
ネガティブな雰囲気でいる時こそ私自身からポ
ジティブな空気を出していくことこそが留学中
に学んだ大切なことのうちの一つでした。派遣
期間を終えて、また日本の生活が始まりました。
いつも自分は一人じゃない、周りの人に支えら

れながら今の自分があるのだということを胸
に、これからは、派遣経験で得た国際的な視野
で世界を見、また日本に来ている留学生をしっ
かり支えていくことなどに、積極的に取り組ん
でいこうと考えています。
目指すは、ロータリー派遣生の大先輩であら

れる緒方貞子さんのように必ず、日本のみなら
ず、世界に貢献できる人材に必ずなることで
す！このような機会を私に与えてくださった神
戸東ロータリークラブの皆様、本当に、本当に
ありがとうございました。
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私の愛するホストファミリーと、空港にて

学校でやっていたミュージカル

スポケーンロータリークラブで行ったスピーチ

お別れパーティーに集まってくれた友人たち



「米山月間に因んで」
米山奨学生

トラン・バン・フュン

私の名前は Tran van Hung です。ベトナム
ホーチミン市出身です。ホーチミン市心臓病専
門センターで心臓病専門の医師として働いてい
ました。現在は神戸大学大学院医学研究科博士
課程の 4回生です。
－大学院の研究内容－
私は肺高血圧症の研究をしています。肺高血
圧症は心不全のため死に至る難病です。日本に
約 20 万人、ベトナムに約 40 万人の患者がいま
す。未だ有効な治療法はなく、新たな治療戦略
が求められています。
私は、世界で初めて、人の重症肺高血圧症と
似た状態になるモデルマウスを作ることに成功
しました。このモデルマウスは、肺高血圧症の
研究をするのにとても役に立ちます。私はこの
マウスを使い、肺高血圧症がなぜ起こるかを研
究しています。私は、2013 年 9 月エンドセリ
ン国際会議で研究成果を発表し、young
investor award を受賞しました。
－日本へ留学するきっかけ－
私はベトナムで多くの肺高血圧症患者を診ま

したが、治療の甲斐なく亡くなる方がほとんど
でした。そのため、有効な治療法を研究するた
め、肺高血圧症の研究で有名な江本憲昭先生が
いる日本に留学したいと思うようになりました。
私には日本への留学経験のある友達が多数お

り、彼らに日本の事を聞いたところ、「安全で生
活が便利」「留学生に熱心に指導してくれる」「研
究環境がとてもいい」「最新の機械がある」「才能

のある教授が多い」「多くの活動的な研究者がい
る」とよいところをたくさん教えられました。
また、日本は多くの自然災害や戦争を経験し、

自然の資源も限られています。そうしたものを
乗り越えて、日本は先進国のひとつになりまし
た。私はそんな日本人の精神と努力を尊敬して
います。だから、私は日本で研究し、色々なこ
とを学びたいと思いました。
－日本で特に印象に残ったこと－
・日本人は働き者で、仕事に誇りを持っていま
す。また、とても親切で、友好的で、きれい
好きです。そして、時間を守り、自然環境を
守ります。

・ベトナムのお年寄りは家に閉じこもり、健康
にもあまり気を遣いません。しかし、日本の
お年寄りは運動したり、カロリーが低い食べ
物を食べたり、健康を考えた生活をしていま
す。ボランティア活動にも参加します。

・日本では１人の医師が診る患者数は毎日 30
人くらいです。また、１つのベッドに１人の
患者さんが寝ます。対して、ベトナムでは１
人の医師が毎日 100 人以上の患者さんを診
ます。１つのベッドに３人の患者さんが寝る
こともあります。

－大学院卒業後の計画－
日本で勉強した肺高血圧症の知識や技術をベ

トナムの患者の治療や研究に役立てるため、肺
高血圧患者のための専門部署をつくり、治療を
行うつもりです。診療時にお年寄りが来た場合
には、日本のお年寄りのような生活をするよう
アドバイスしていきたいと思います。また、私が
日本で得た知識や技術を、ベトナムにいる同僚
や学生たちに伝えていきたいです。海外、特に日
本との共同研究をたくさんしたいと思います。
－私の夢－
私はベトナムの肺高血圧症患者と貧しい子供

の患者の命を守りたいです。将来、可能であれ
ばベトナムにロータリークラブを作りたいと思
います。
－感謝の言葉－
皆様の援助のおかげで、研究に専念できまし

たことを感謝します。特に、私のカウンセラー
である三戸岡先生と向井さんには大変お世話に
なりました。深く御礼申し上げます。この奨学
金を得たことを誇りに思います。
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佐 井 奇 正
－益順貿易－

再入会の佐井です。前回、こちらのクラブに

お世話になりましたのが平成 7年 6月でした。

山本康一郎君を誘って一緒に入会しましたが、

約 1年後に急性膵炎を患い、止む無く退会とい

う事になりました。

生まれは昭和 23 年 65 才です、団塊の世代で

小中学校ではとにかく人数との戦いでした。

高校は御影高校で、1年生の時に東京オリン

ピックがありました。

大学は同志社大学商学部です。当時 70 年安

保の学生運動の一番激しい大学で、２年程休校

になり授業もほとんどなく、適当なレポートだ

けで卒業させられました。

今年の大河ドラマ「八重の桜」は、同志社大

学を創設した新島襄の妻、八重の生涯を描いた

作品です。八重は福島県会津の出身で、前半は

幕末時代の会津藩の不運や、人々の悲劇などが

描かれ、後半は新島襄と八重が協力して同志社

を創設して行く話です。

過去にもたくさんの大河ドラマを見てきまし

たが、毎回、ポロリと涙する大河は今までなかっ

たのではないでしょうか？すばらしい作品だと

思っております。

大学卒業後、父の経営する益順貿易株式会社

に入社。台湾出身の父の田舎が産地である草で

編んだパナマ帽子などの草製品、繊維製品、家

具や雑貨などを輸入し、国内の問屋やメーカー

に販売しておりました。

為替の急激な変動には驚きました。1 ドル

360 円から 200 円代、100 円代とどんどん円高

が進み、輸入が主体の我社では、新しく仕入れ

る商品は安く買えますが、在庫商品の評価が下

がり単価が下がり粗利も下がって行くという苦

労がありました。我々の年代はコンピュー

ター、ITの発展とともにあったように思います。

会社経営も機械化の課題と格闘していく中、

この事業からの撤退を決意させる出来事があり

ました。それは、「トヨタの看板方式」です。

年々商品の出荷単位少なくなり数年分の在庫が

山積みされるようになりました。その頃、バブ

ル崩壊、阪神淡路大震災があり、事業縮小には

ずみがつき、事業からの撤退をして行きました。

現在は小さな規模ですが、賃貸業を営んでおり

ます。

私の三人の子供はそれぞれ、長男 37 才は、

今年結婚、ペルーで日系企業に勤務しておりま

す。長女 36 才は、去年インド系カナダ人と結

婚し、芦屋在住で今月男の初孫が誕生いたしま

した。次男 34 才は、独身で大阪在住です。

趣味は旅行で、去年春にはカリビアンクルー

ズに行ってきました。ゴルフは生涯 2 回ホー

ルインワンをしています。2回とも同組で回っ

た人が東ロータリーに 2 人いらっしゃいます。

田中健三さんと井元君です。月に 1 回囲碁の

会をやっています。

ご清聴、大変ありがとうございました。
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前 田 正 学
－大和証券－

自己紹介ということで改めて自分について考

えてみた時に、会社員人生ということで、簡単

に表現してしまえば、主任になって、課長になっ

て、次長になり、その次に部長に昇進しました。

と、たいへん薄っぺらなものになってしまうよ

うに感じます。ですから、自分の紹介は少しに

とどめ、私が業にしているマーケットの話を少

し交えてお話します。

略歴の中でひとつだけ誇りにしているのは出

身高校で多数の偉大な先輩が卒業生である歴史

ある高校を卒業したくらいですが、主な先輩に

前日銀総裁の白川方明氏がいます。

大学を卒業して入社したのが現職の大和証

券。私自身、マーケットのプロですが、バブル

のピークに証券会社に入社したことからも、人

生における相場感は皆無に近いようです。現在

私の勤務している神戸支店は、大和証券（128

店舗）の中で 6番目の規模の支店で、現在の商

号に変更後 70 年（前身である藤本ビルブロー

カー時代を含めれば 110 年以上）の歴史のある

支店でもあります。こうした規模も歴史もある

店舗を担当していることもあり、微力ながら本

業を通じて社会に、ご当地神戸に少しでも貢献

しお役に立てる仕事が出来ればと考えてい

ます。

マーケットを通じて日本経済の今後について

考察し予想する上で、最も重要な要素はドル円

の為替レートが今後どうなるかを予測すること

だと思われます。ドル円の為替の変動の歴史を

振り返ると 13 年から 14 年の周期性があり、概

ねこの期間ひとつの方向性を持って動き、トレ

ンドを作っていることがわかります。ニクソン

ショック、プラザ合意、政府・日銀の大規模為

替介入、直近の 75 円までの円高は概ねこの期

間サイクルで起こっており、ここを基点に大幅

な変動が起こりました。今回のサイクルは 75

円の超円高を基点に始まっており、今後十数年

間大幅な円安が続いていくと考えています。日

本の基幹産業である自動車、電機産業はこうし

た円安トレンドの中で競争力を取り戻す可能性

は十分あり、言い換えればものづくり大国日本

の復活は近いと楽観しています。

働く場所もタイミングも最高である今、自分

の力を出し切っていきたいと思います。諸先輩

方に比べ未だ経験不足な私ですが、ご指導、ご

鞭撻の程よろしくお願い申します。
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菅 野 和 矢
－神戸メリケンパーク・オリエンタルホテル－

ただ今、ご紹介いただきました神戸メリケン

パークオリエンタルホテルの菅野でございま

す。松下会員と野田会員のご紹介をいただきま

して、６月末から伝統と格式ある、神戸東ロー

タリークラブへ参加させていただいております。

弊社の社長、総支配人など、さまざまな役割

を歴任してこられた松下衛会員には、ご在職中

の頃から公私にわたりご指導いただき、現在も

なお進行形で色々なご相談をさせていただいて

おります。

私は、1973 年に須磨区で生まれ、育ちも神戸

であります、現在は、中央区に住んでおり、家

族は妻と幼稚園に通う５歳の娘がおります。妻

は以前同じ会社に勤めていましたが、現在は、

そのキャリアを活かして神戸市兵庫区役所で

サービスの向上に尽力しています。趣味は旅行

と今年よりジョギング・ウォーキングをはじめ

ました。

経歴の方は、須磨北中学校、須磨友が丘高校で

学び、その後、神戸YMCA学院専門学校に進み、

主に観光・ホテル業界を専門に学びました。

社歴は、1996 年、現在の神戸メリケンパーク

オリエンタルホテルに入社いたしました。

ホテルの開業は、阪神大震災の年でもある

1995 年 7 月であります、今年で 18 周年を迎え

その内の殆どの期間をホテルと共に歩んでおり

ます。

入社後は、宿泊部に配属、その後は、販売促

進部、婚礼宴会部、営業部などに配属され、現

在に至るまでは、15 年以上営業一筋で、主に地

域のお客様と関わらせていただいております。

また、社内のプロジェクト事業を通して他業

種・他社との協同で新規商品のタイアップ企画

や商品を計画、販売することなど、色々な機会

にも多く恵まれました。

今、現在は、セールスとマーケティングに関

する職務をしております。内容としてはホテル

全般に関するセールスとマーケティング、ディ

ナーショーなど全館に関わる企画を行っており

ます。また、2007 年から一般社団法人神戸青

年会議所に入会いたしまして、唯一 2008 年度

「優秀新人賞」を受賞しました。約 7 年間の入

会期間でしたが、いろいろな委員会に所属し、

今年末にようやく卒業することになります。

会社は、2002 年頃、ダイエーから、ゴールド

マンサックスグループの資本に変り、外資系の

ホテルへと変革が続きました。現在の弊社（ホ

テル）のオーナーは、ジャパン・ホテル・リー

ト投資法人となり、私どもは、傘下のオペレー

ション会社、株式会社ホテルマネージメント

ジャパンの所属となります。

現在のグループホテルとしては、「オリエン

タルホテル東京ベイ」「なんばオリエンタルホ

テル」「日航ホテルアリビラ（沖縄）」「広島オリ

エンタルホテル」と「神戸メリケンパークオリ

エンタルホテル」の５つのホテルが、ホテルマ

ネージメントジャパンによる運営になっており

ます。

今回、私の社会人、人生の中に於いても、ロー

タリークラブさまとのご縁はないだろうと思っ

ておりましたが、このような機会を戴くにあた

り、地域貢献等に少しでもお役にたてるよう精

一杯尽力いたしたいと思っております。若輩者

ですが、何卒よろしくお願い申し上げます。
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今回の旅行は、一昨年の震災で尊い多くの命

が奪われ、復興手立てに未だ目処が立っていな

い地域を回り、津波被害の爪あと又、亡くなら

れた方々への鎮魂を目的とし、地域にわずかな

がらも活力の一端になれることを願う旅とした

ところ、両日とも最高天気に恵まれ、一日目に

は、石巻中学校の梅沢先生に被災地並びに慰霊

場所にご案内を頂き、更には、生徒たちによる、

歓迎の合唱をしていただき、多くの感動をもら

いました。 二日目は、仙台観光を行い、この

地へ着てよかったと心から思える、思い出深い

最高の旅となりました。

（親睦・家族委員長 松井 照男）

9

親睦家族旅行 2013.11.17～18

東北仙台方面へ 親睦家族旅行を開催

― 2013年 11月 17日～18日 参加者29名 1泊2日の旅 ―
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午後５時 30 分より今年度

最後なる移動例会を開催し、午後６時より野々

村会長挨拶の後、赤木パストガバナーの乾杯を

スタートに親睦家族会が始まりました。終始和

やかにご歓談頂き、お楽しみ抽選会には、理事、

役員及び委員長の皆様、そして有志の会員様よ

り 41 点の商品提供を頂き、心より感謝申し

上げます。そして、今回は、歌手「あべ静江」

を招いてディナーショー形式で行い、少しオ

シャレで心温まる、思い出深い忘年家族会が開

催できたものと思います。

（親睦・家族委員長 松井 照男）

11

親睦・家族忘年会を第一楼で開催

― 2013年１２月２６日 １１８名の参加 ―

親睦・家族忘年会 2013.12.26
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2013 年 10 月 25 日(木)、王子動物園絵画教室

のため動物園に対し園内案内板、ベンチ、画板を

寄贈しました。王子動物園園長・副園長、RCから

地区補助金小委員長、地区委員、当クラブから本

年度・次年度役員他多数の方にご参加頂き、無事

贈呈式・除幕式を行うことが出来ました。

11 月２日(土)絵画教室本番。子供達と保護者

あわせて計 180 名が参加しました。当クラブか

ら本年度役員、青少年奉仕委員他多数、ローテッ

クスからも参加協力を頂きました。当日は連休

中のため家族連れで園内が賑わう中、園内巡視、

水場清掃、会場設営等いろいろとご協力頂きま

した。王子動物園さんからは「RCさん、さすがで

すね。大変スムーズに進行しびっくりしていま

す」との言葉を頂きました。子供達の力作を目に

して、永田萌さんからも、「是非来年も行いたい

ですね！」とニコニコ顔で言って頂きました。

ご協力頂いた皆さま、この場をお借りしまし

て、心よりお礼申し上げます。

（青少年奉仕委員長 土田 剛司）
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王子動物園絵画教室 2013.11.2

― 2013年 11月 2日 180名の参加で ―



平成 26 年 1 月 17 日金曜日六甲ボウルにお

いて神戸市立青陽東養護学校の生徒達を招いて

ボウリング大会を開催しました。先生・生徒合

わせて約 300 名と神戸東ロータリークラブの

メンバー 18 名でボウリングを通じて人とのつ

ながり、大勢の仲間と遊ぶことの楽しさを体感

していただき盛況のうちに閉会致しました。

（社会奉仕委員長 井元 憲生）
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青陽東養護学校招待ボウリング大会 2014.1.17

青陽東養護学校招待ボウリング大会を盛大に開催

― 2014年 1月17日 300名を超える参加で ―



１月７日（火）創立 60 周年記念として、会長

テーマである【みんなでさがそう新しい芽】の実

践をすべく、神戸第 1 グループ内で当クラブが

単独スポンサーとなり設立されたクラブ及びそ

の孫クラブとの初めての合同例会を開催した。

参加クラブ及び参加人員は、神戸東灘 RC：

東石 譲会長以下 27 名、神戸六甲RC：東國隆

会長以下 14 名、神戸ベイRC：北浦 浩会長以

下 22 名、神戸東プロバスクラブ：藤原 儀直

会長以下 21 名、神戸東RC：野々村 禎之会長

以下 100 名、であった。

当日は、例年の如く、11 時半より川嶋会員の

お世話によりお茶席を楽しんだ後、12 時半よ

り以下の要領にて合同例会を行った。お茶席に

掛けられた軸（松風）は、有馬記念の提唱者で

ある有馬頼寧の孫で、今生天皇の御学友でもあ

る有馬 頼底 臨済宗相国寺派管長に、今回

ロータリアンの為に書いて頂いたとのこと。

日頃忙しい会員の方々にこのお茶席で釜のたぎ

る音（松風）を聞き心を静めて一啜のお茶を召

し上って頂くおもてなしとのこと。

合同例会次第

１．開会点鐘

２．国歌、ロータリーソング

３．参加クラブの紹介

４．ニコニコの報告

５．年男、年女の紹介

６．鏡割り

７．乾杯

８．会食、懇談

９．閉会
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創立 60周年記念 合同例会開催



例会場の着席場所については、他クラブの

方々が神戸東クラブの会員の輪の中に着席され

るように配慮した。また、メインテーブルには、

各クラブ会長、神戸第１グループガバナー補佐、

パストガバナー、60 周年実行委員長、当クラブ

Ｓ.Ａ.Ａ.とした。

参加クラブ紹介では、各クラブ会長の挨拶の

後、そのクラブ会員の方々が会長の掛け声で起

立した。ニコニコの報告は、合同例会に関わる

もののみとし、各クラブとも１月誕生日等の発

表は次週廻しとした。

鏡割りは、パストガバナー、ガバナー補佐、

各クラブ会長、60 周年実行委員長、及び S.A.

A.と、各クラブの年男、年女の代表者が壇上で

法被を着用し実施した。これに続いて、苦瓜顕一

ガバナー補佐の音頭にて乾杯し食事懇談に移っ

た。食事懇談後、14 時に中締めとし、歓談中の

方々には 14 時半までお残り戴いた。

初めての開催で、準備や運営に色々不慣れで

不備な所が多々あったと思われるが、他クラブ

執行部、会員及び事務員の方々に、多大なご理

解とご協力を戴き何とか開催できたことを、こ

の紙面をお借りして感謝いたします。また、当

クラブの 60 周年実行委員会、親睦家族委員会、

会員各位や事務局、ホテルオークラの担当者の

方々にもお礼を申し上げます。

幹事 須藤 雄二
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平成 26 年 1 月 17 日金曜日六甲ボウルにお

いて神戸市立青陽東養護学校の生徒達を招いて

ボウリング大会を開催しました。先生・生徒合

わせて約 300 名と神戸東ロータリークラブの

メンバー 18 名でボウリングを通じて人とのつ

ながり、大勢の仲間と遊ぶことの楽しさを体感

していただき盛況のうちに閉会致しました。

（社会奉仕委員会委員長 井元 憲夫）
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例会スナップ

▲ 7月 23日 「もっと知ってください、盲導犬のこと。」
社会福祉法人兵庫県盲導犬協会 理事・事務局長 吉 川 弓 子 氏

啓発担当 青 木 淳 子 氏・盲導犬 ウィッシュ

▲ 7月 30日 職業奉仕月間に因んで「持続可能性論」
京都大学経済研究所 准教授 佐 藤 正 弘 氏

▲ 8月 6日「臨時総会決算・予算」60周年に向けて
60周年実行委員長 野 田 晴 清 会員

▲ 8月 27日 「我が町の未来」
樫 野 孝 人 会員

▲ 9月 3日 職業奉仕月間に因んで「二宮金次郎のついて」
リレイト代表 中 桐 万 里 子 氏（京都大学博士：教育学）

▲ 9月 17日「日本のインテリジェンス・コミニティーの現状と課題」
兵庫県警察本部長 塩 川 実 喜 夫 氏

▲ 10月 8日「どんなところ王子動物園」
王子動物園園長 高 井 昭 氏

▲ 10月 29日「陸上自衛隊の概要」
陸上自衛隊中部方面総監部 広報室長 2等陸佐 野々上 美 智 明 氏
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例会スナップ

▲ 11月 5日「午後の憩い」
ピアノ演奏 上平田 亜 夕 氏

▲ 11月 19日「ロータリー財団に因んで」
ロータリー財団委員会 委員長 尾 山 宣 道 会員

地区委員ロータリー財団委員会（資金管理小委員会）小委員長 松 下 衛 会員

▲ 11月 26日「やる気とか元気が出る『えんぴつポスターの話』」
神戸学院大学講師 金 益 見 氏

▲ 1 月 21 日「31 歳の母が選んだ起業家とい
う生き方。女性視点の経営とライフスタイル。」

文 美 月 氏

▲ 12月 3日年次総会
会長（次々年度）次年度理事役員選挙

▲ 12月 10日「家族の絆」
松 本 隆 博 氏

▲ 12月 17日 「生活の中に取り入れる東洋医学養生法 治未病 120歳まで健康で」
神戸中医美容整体学院 理事長 永 藤 香 代 子 氏

▲ 1月 28 日「観光とは？光を観ること!!明る
く楽しい所に人は集う。」

カリスマ添乗員 平 田 進 也 氏

▲ 2月 4日「知っていますか？この人を！」
―会員紹介（実験的試みとして）―
ラジオパーソナリティー 上 北 夏 味 氏
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岡

弘
士

鏡
見
て
夜
食
我
慢
を
し
て
を
り
ぬ

𠮷
井

聖
倖

月
の
道
口
笛
吹
け
ば
生
き
生
き
と

松
原

氣
宏

戴
き
し
今
日
の
夜
食
の
カ
ス
テ
ー
ラ

池
西

清
栄

夜
を
更
か
し
夜
食
と
る
か
と
妻
の
問
ふ

神
品

平

ほ
ろ
ほ
ろ
と
山
鳩
啼
く
や
秋
寂
し

橘

恵
子

余
韻
会

（
俳
句
同
好
会
）

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

於

西
村
屋

花
み
か
げ

肌
寒
や
山
の
日
差
し
の
逃
げ
し
よ
り

本
郷

桂
子

肌
寒
し
雨
は
音
な
く
湖
に
降
り

執
行

執
艸

嵐
去
り
湾
鎮
ま
り
て
肌
寒
し

髙
石

潜
菴

風
の
ま
ま
秋
明
菊
の
揺
れ
て
を
り

白
羽

子
誠

色
づ
く
も
色
づ
か
ざ
る
も
蜜
柑
畑

則
岡

弘
士

新
聞
の
重
き
朝
や
秋
深
し

壺
井

仙
岳

肌
寒
や
猫
が
近
寄
り
抱
き
上
げ
る

𠮷
井

聖
倖

肌
寒
や
何
は
と
も
あ
れ
た
だ
歩
く

松
原

氣
宏

肌
寒
や
淡
き
日
差
し
の
裏
通
り

池
西

清
栄

今
日
か
ら
は
新
米
で
す
よ
と
妻
が
言
ひ

神
品

平

め
ぐ
り
来
る
月
日
思
は
す
今
年
米

橘

恵
子
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余
韻
会

（
俳
句
同
好
会
）

平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日

於

西
村
屋

花
み
か
げ

一
碗
の
牡
蠣
飯
の
香
で
あ
り
に
け
り

本
郷

桂
子

日
記
買
ふ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
あ
と
七
年

執
行

執
艸

妻
刻
む
包
丁
の
音
冬
め
き
ぬ

髙
石

潜
菴

生
が
き
の
磯
の
香
り
が
テ
ー
ブ
ル
に

白
羽

子
誠

う
と
う
と
と
う
と
う
と
と
す
る
小
春
か
な

則
岡

弘
士

冬
め
き
て
鳥
の
塒
静
ま
り
ぬ

壺
井

仙
岳

野
放
図
に
枯
れ
枝
の
伸
び
冬
め
き
ぬ

𠮷
井

聖
倖

父
母
に
心
配
ば
か
り
咳
込
む
子

松
原

氣
宏

六
甲
の
木
立
も
暗
く
冬
め
け
る

香
山

道
宣

沖
の
島
か
き
打
ち
帰
る
小
舟
か
な

池
西

清
栄

牡
蠣
船
を
も
や
い
し
岸
の
波
ゆ
れ
る

神
品

平

比
良
紅
葉
異
僧
つ
く
り
し
薬
草
園

橘

恵
子

余
韻
会

（
俳
句
同
好
会
）

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
三
日

於

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

山
里

握
手
す
る
明
日
の
宴
に
胼
薬

本
郷

桂
子

あ
か
ぎ
れ
の
手
元
せ
は
し
き
八
百
屋
か
な

執
行

執
艸

初
風
呂
も
御
神
酒
も
控
え
病
ん
で
を
り

髙
石

潜
菴

シ
ク
ラ
メ
ン
部
屋
の
冷
気
を
和
ら
げ
り

白
羽

子
誠

そ
れ
ぞ
れ
に
人
そ
れ
ぞ
れ
の
年
始

則
岡

弘
士

皸
を
隠
す
で
も
な
き
匠
か
な

壺
井

仙
岳

授
業
せ
ず
雪
合
戦
の
運
動
場

𠮷
井

聖
倖

母
偲
ぶ
皸
の
手
で
農
作
業

松
原

氣
宏

き
ら
き
ら
と
光
輝
く
朝
の
雪

香
山

道
宣

風
呂
上
り
ひ
び
の
手
入
の
母
思
ふ

池
西

清
栄

あ
か
ぎ
れ
の
手
を
こ
す
り
つ
つ
畑
に
出
る

神
品

平

初
買
や
店
主
ひ
と
り
の
か
ら
す
み
屋

橘

恵
子
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編 集 後 記
今年度の半分が過ぎ、いよいよ４月には創立60周年記念式典・
祝賀会が開催されます。私はまだ入会して３年目ですが、50周年誌
を拝見し、私の誕生年も含めた、神戸東ＲＣの活動の歴史、諸先輩
方のロータリーに対する思い・体験など、入会３年目では計り知れ
ない伝統の重さを感じました。
この度の会報は、被災地である東北親睦家族旅行、東クラブを
親とする５クラブ合同初釜例会などなど、60周年の年にふさわしい
行事内容の記事となっております。

雑誌会報委員長　田中  寿夫

職業奉仕月間・米山月間「CLPって何だ」
青少年のための月間
米山月間
新入会員自己紹介
親睦家族旅行
親睦・家族忘年会
青少年奉仕委員会「王子動物園絵画教室」
青陽東養護学校招待ボウリング大会
合同例会
（神戸東、神戸東灘、神戸六甲、神戸ベイ、神戸東プロバスクラブ）
例会スナップ
余韻会

・発行日　２０14年2月28日　・発行　神戸東ロータリークラブ　神戸市中央区波止場町２-１（ホテルオークラ神戸内）

「赤い花」 絵と文　太原  晃一

実家の温室の中の花々を育てるのが、父親の趣味でした。
特に洋蘭の栽培が好きだった父親の傑作が、この赤い花です。


